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広　報　い　せ　ん平成26年５月（310） （２）

は
じ
め
に

　

平
成
26
年
第
一
回
伊
仙
町
議
会
定
例
会

の
開
催
に
あ
た
り
、
新
年
度
の
町
政
運
営

に
つ
い
て
、
私
の
所
信
を
申
し
上
げ
、
町

民
の
皆
様
並
び
に
議
員
各
位
の
ご
理
解
と

ご
賛
同
を
賜
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

我
が
国
経
済
は
、
一
昨
年
に
発
足
し
た

第
２
次
安
倍
内
閣
が
掲
げ
た
経
済
政
策
い

わ
ゆ
る
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
効
果
に
よ
り
、

長
年
続
い
た
デ
フ
レ
経
済
を
脱
却
し
つ
つ

あ
り
、
緩
や
か
で
は
あ
り
ま
す
が
景
気
回

復
の
兆
し
が
見
え
は
じ
め
て
お
り
、
ま

た
富
士
山
の
世
界
文
化
遺
産
の
登
録
や

２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
決
定
に
日
本
中
が
沸

き
返
る
な
ど
、
今
後
の
日
本
経
済
に
と
っ

て
明
る
い
話
題
が
続
き
、
更
な
る
景
気
回

復
の
期
待
が
高
ま
っ
て
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
中
国
、
韓
国
と
の
領
有

権
問
題
を
き
っ
か
け
と
し
た
外
交
問
題
な

ど
、
今
な
お
日
本
を
取
り
巻
く
世
界
情
勢

は
混
迷
を
続
け
て
お
り
ま
す
。

　

奄
美
群
島
に
お
き
ま
し
て
も
、
奄
美
ナ

ン
バ
ー
の
創
設
が
決
ま
り
、
全
国
に
「
奄

美
」
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
で
き
、
更

に
は
、
奄
美
琉
球
諸
島
の
世
界
自
然
遺
産

登
録
に
向
け
て
鋭
意
取
り
組
ん
で
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
平
成
25
年
２
月
に
「
奄
美
・

琉
球
」
の
名
称
で
掲
載
し
た
暫
定
リ
ス
ト

を
外
務
省
を
通
じ
、
ユ
ネ
ス
コ
世
界
遺
産

セ
ン
タ
ー
へ
提
出
い
た
し
ま
し
た
。
平
成

26
年
度
に
は
奄
美
群
島
国
立
公
園
の
指
定

を
行
い
、
平
成
28
年
度
世
界
自
然
遺
産
登

録
を
目
指
す
な
ど
国
県
市
町
村
が
一
体
と

な
っ
た
連
携
が
活
発
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。
平
成
26
年
度
～
30
年
度
の
次
期
奄
振

期
間
中
の
登
録
実
現
が
現
実
味
を
帯
び
て

い
る
中
で
、
農
林
水
産
物
輸
送
費
支
援
、

航
路
・
航
空
路
運
賃
の
逓
減
、
観
光
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
等
を
対
象
事
業
と
し
た
交
付
金

制
度
の
創
設
な
ど
次
期
奄
振
も
地
元
の
意

見
や
要
望
を
中
心
と
し
た
奄
美
群
島
成
長

戦
略
ビ
ジ
ョ
ン
の
骨
子
を
取
り
入
れ
た
形

で
の
法
延
長
に
加
え
、一
括
交
付
金
化「
奄

美
群
島
成
長
戦
略
推
進
交
付
金
」
と
な
る

こ
と
か
ら
、
よ
り
一
層
地
元
の
特
色
を
生

か
し
た
知
恵
と
発
想
の
発
揮
が
期
待
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
先
、
我
が
町
は
、
新
し
い
社

会
構
造
に
お
け
る
町
経
営
の
ビ
ジ
ョ
ン
と

方
策
を
打
ち
立
て
、
豊
か
な
自
然
と
ゆ
と

り
あ
る
住
環
境
を
維
持
・
向
上
さ
せ
な
が

ら
、
航
路
・
航
空
路
運
賃
の
逓
減
や
ダ
イ

エ
ッ
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
ツ
ア
ー
の
充
実
に
よ

る
観
光
客
、
交
流
人
口
の
増
、
町
営
住
宅

建
設
、
空
き
家
バ
ン
ク
の
活
用
で
住
宅
不

足
の
解
消
、
さ
ら
に
Ａ
コ
ー
プ
建
設
、
日

本
マ
ル
コ
株
式
会
社
の
誘
致
に
よ
る
雇
用

の
確
保
で
、
人
口
の
増
加
を
図
り
、「
誰

も
が
行
っ
て
み
た
い
町
・
住
ん
で
み
た
い

町
づ
く
り
」
の
で
き
る
地
域
社
会
を
構
築

し
て
、
伊
仙
町
の
魅
力
を
さ
ら
に
高
め
、

発
信
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

４
期
目
と
な
る
今
期
は
「
実
現
力
」
そ

の
た
め
、「
自
立
」「
挑
戦
」「
交
流
」
を

キ
ー
ワ
ー
ド
に
「
輝
く
未
来
へ
更
な
る
前

進
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
具
体
的
に
は
、

再
び
「
人
口
増
・
農
業
生
産
50
億
円
」
政

策
目
標
に
１
０
０
項
目
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト

に
沿
っ
た
、
町
民
総
参
加
型
の
町
政
に
全

力
で
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

以
上
の
事
を
踏
ま
え
、
主
要
施
策
を
述
べ

て
参
り
ま
す
。

１
「
産
業
が
立
ち
上
が
る
町
伊
仙
」

～
糖
業
振
興
に
お
い
て
は
～

　

過
去
２
カ
年
の
台
風
襲
来
の
影
響
も
あ

り
、
作
付
面
積
、
収
量
共
に
向
上
さ
せ
る

必
要
が
あ
る
た
め
、
さ
と
う
き
び
増
産
基

金
事
業
に
よ
る
き
び
苗
の
助
成
を
行
い
、

同
時
に
緑
肥
・
病
害
虫
防
除
の
た
め
の
助

成
を
行
い
収
穫
量
の
回
復
を
図
り
ま
す
。

ま
た
ハ
ー
ベ
ス
タ
ー
営
農
集
団
育
成
の
た

め
に
、
研
修
会
を
開
催
し
組
織
体
の
強
化

を
図
り
ま
す
。

～
畜
産
振
興
に
お
い
て
は
～

　

こ
れ
ま
で
仔
牛
価
格
が
高
水
準
で
推
移

し
て
い
る
と
い
う
市
況
を
反
映
し
て
、
伊

仙
町
で
は
飼
養
戸
数
、
頭
数
と
群
島
内
最

大
生
産
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
は
生

産
牛
の
さ
ら
な
る
品
質
向
上
を
図
る
た

め
、
優
良
素
牛
事
業
の
導
入
に
よ
る
血
統

改
善
や
仔
牛
の
管
理
を
徹
底
さ
せ
ま
す
。

ま
た
品
質
の
良
い
飼
料
作
り
に
取
り
組
む

た
め
、
粗
飼
料
生
産
を
奨
励
し
、
よ
り
良

い
経
営
感
覚
を
持
つ
畜
産
農
家
の
育
成
に

努
め
ま
す
。

～
園
芸
振
興
に
お
い
て
は
～

　

今
年
度
も
引
き
続
き
畑
地
帯
総
合
整
備

事
業
を
推
進
し
、
未
整
備
農
地
の
区
画
整

理
・
農
道
・
排
水
路
整
備
を
実
施
し
農
作

業
の
効
率
化
を
図
り
、
担
い
手
農
家
へ
の

農
地
集
積
を
進
め
耕
作
放
棄
地
の
解
消
を

図
り
、
こ
れ
ま
で
策
定
し
て
き
た
『
畑
地

か
ん
が
い
営
農
ビ
ジ
ョ
ン
』
に
基
づ
き
、

水
利
用
効
果
の
高
い
品
目
の
策
定
と
推
進

を
行
い
ま
す
。
基
幹
品
目
で
あ
る
バ
レ
イ

シ
ョ
は
、
新
機
能
を
備
え
た
選
果
機
を
活

用
し
、
ブ
ラ
ン
ド
名
に
恥
じ
な
い
品
質
の

向
上
と
単
収
向
上
を
目
指
し
ま
す
。
ま
た

輪
作
体
系
を
確
立
す
る
た
め
に
春
期
以
降

の
オ
ク
ラ
、
落
花
生
、
ゴ
マ
栽
培
を
推

奨
し
、
新
規
作
物
と
し
て
推
進
し
て
き
た

コ
ー
ヒ
ー
・
ボ
タ
ン
ボ
ウ
フ
ウ
（
長
命
草
）

を
引
き
続
き
推
進
し
、
所
得
の
安
定
化
を

図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
奄
美
群
島
農
林
水
産
物
輸
送
コ

ス
ト
支
援
事
業
を
最
大
活
用
し
、
本
土
よ

り
も
高
い
輸
送
コ
ス
ト
に
対
し
支
援
す
る

こ
と
に
よ
り
、
生
産
拡
大
等
を
促
進
し
、

生
産
基
盤
の
強
化
を
図
り
、
併
せ
て
、
鹿

児
島
ブ
ラ
ン
ド
「
春
一
番
」
へ
の
流
通
コ

ス
ト
削
減
を
目
指
し
ま
す
。
同
時
に
直
売

所
百
菜
を
拠
点
と
し
た
島
内
外
へ
の
発
信

力
を
強
め
、
よ
り
多
く
の
品
目
の
販
路
開

拓
を
目
指
し
ま
す
。
農
商
工
連
携
と
６
次

産
業
化
を
引
き
続
き
推
進
し
、
よ
り
付
加

価
値
の
高
い
農
産
物
の
販
売
手
法
を
探
り

農
業
所
得
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

　

施
設
園
芸
に
関
し
て
は
、「
奄
美
農
業

創
出
支
援
事
業
」
を
活
用
し
、
防
風
効
果

の
高
い
平
張
り
ハ
ウ
ス
を
推
進
し
ま
す
。

ま
た
農
業
の
基
盤
で
あ
る
土
作
り
に
関
し

て
は
、「
強
い
農
業
作
り
交
付
金
事
業
」

を
導
入
し
、
土
壌
分
析
を
元
に
し
た
堆
肥

施
肥
を
推
奨
し
ま
す
。
同
時
に
土
壌
分
析

を
奨
励
し
、
基
本
的
な
土
作
り
を
全
て
の

農
家
さ
ん
に
実
践
し
て
頂
き
ま
す
。

～
担
い
手
対
策
と
し
て
～

　

農
家
の
高
齢
化
と
土
地
利
用
、
施
設
、

農
業
技
術
の
更
新
は
最
大
の
課
題
で
あ

り
、
新
規
就
農
者
の
確
保
も
重
要
な
要
素

で
す
。
今
後
は
各
地
区
に
お
け
る
「
人
・

農
地
プ
ラ
ン
」
策
定
を
更
に
進
め
、
同
時

に
「
青
年
就
農
給
付
金
」
の
事
業
説
明
を

重
ね
、
各
地
区
で
の
農
業
の
担
い
手
に
関

わ
る
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を
話
し
合
い
ま
す
。

ま
た
認
定
農
業
者
連
絡
協
議
会
の
活
発
化

の
た
め
、役
員
会
で
の
話
し
合
い
を
進
め
、

土
作
り
な
ど
必
要
な
研
修
会
の
あ
り
方
を

協
議
し
ま
す
。

～
水
産
業
・
林
業
に
お
い
て
は
～

　

水
産
業
に
関
し
て
は
「
離
島
漁
業
再
生

支
援
事
業
」
を
引
き
続
き
実
施
し
、
直
売

所
百
菜
に
お
け
る
地
元
産
魚
介
類
の
宣

伝
・
販
売
に
よ
っ
て
、
漁
業
の
活
性
化
を

図
り
ま
す
。
林
務
に
関
し
て
は
近
年
イ
ノ

シ
シ
に
よ
る
農
産
物
被
害
が
拡
大
の
一
途

を
辿
っ
て
お
り
、
猟
友
会
に
対
す
る
国
か

ら
の
補
助
を
増
額
し
て
被
害
の
防
止
に
努

め
ま
す
。

～
農
地
対
策
～

　

平
成
24
年
度
に
農
水
省
が
策
定
し
た
農

業
農
村
振
興
対
策
を
基
本
に
①
区
画
整
理

及
び
畑
地
か
ん
が
い
事
業
を
推
進
し
関
係

機
関
と
連
携
を
取
り
、
担
い
手
農
家
へ
の

農
地
集
積
及
び
畑
か
ん
営
農
を
推
進
し
農

業
所
得
の
向
上
を
図
り
ま
す
。
②
老
朽
化

し
た
農
業
水
利
施
設
の
更
新
を
進
め
ま

す
。
③
農
道
・
水
路
等
の
農
業
施
設
の
集

落
に
よ
る
維
持
管
理
組
織
へ
の
支
援
を
進

め
ま
す
。
④
畑
総
事
業
完
了
地
区
へ
の
土

層
改
良
、
農
道
改
修
事
業
等
の
長
期
計
画

策
定
を
検
討
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、「
農
地
中
間
管
理
機
構
」
発

足
に
合
わ
せ
、「
農
地
円
滑
化
事
業
」
を

使
っ
た
農
家
全
戸
調
査
を
、
農
業
委
員
と

事
業
推
進
員
に
よ
り
進
め
ま
す
。
そ
の
上

で
営
農
計
画
と
土
地
の
貸
し
借
り
に
関
す

る
意
向
を
調
べ
、
今
後
の
「
人
・
農
地
プ

ラ
ン
」
と
町
農
業
振
興
計
画
へ
の
基
礎
資

料
と
し
ま
す
。
農
地
の
出
し
手
に
対
す
る

「
機
構
集
積
協
力
金
」
を
活
用
し
、
農
地

の
有
効
活
用
の
た
め
の
流
動
化
を
促
進
し

ま
す
。

～
企
業
誘
致
に
お
い
て
は
～

　

Ａ
コ
ー
プ
が
、
近
く
オ
ー
プ
ン
を
目
指

し
、
建
築
に
着
手
し
て
お
り
、
さ
ら
に
本

年
２
月
に
『
会
社
説
明
会
』
を
開
催
い
た

し
ま
し
た
「
日
本
マ
ル
コ
株
式
会
社
」
を

平
成
27
年
度
を
目
標
に
工
場
建
設
を
行

い
、
28
年
度
に
は
稼
働
で
き
る
よ
う
あ
ら

ゆ
る
手
法
を
講
じ
て
い
き
ま
す
。
こ
れ
に

よ
り
正
社
員
60
名
、
パ
ー
ト
社
員
50
名
の

雇
用
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

～
商
工
業
の
振
興
策
と
し
て
～

　

商
工
業
の
振
興
策
に
つ
い
て
は
、
商
工

会
組
織
の
運
営
を
更
に
充
実
さ
せ
、
事
業

者
の
経
営
力
向
上
や
地
域
活
性
化
を
図
る

た
め
の
運
営
補
助
や
購
買
者
の
町
外
流
出

を
抑
制
す
る
プ
レ
ミ
ア
付
き
商
品
券
発
行

事
業
を
引
き
続
き
実
施
し
、
地
元
商
店
街

の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

　

消
費
者
行
政
に
お
き
ま
し
て
は
、
平
成

施 平
成
26
年
度 

伊
仙
町

政

方

針
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21
年
度
よ
り
消
費
者
行
政
活
性
化
補
助
金

を
活
用
し
相
談
員
を
配
置
し
て
い
ま
す

が
、
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
が
複
雑
化
・
多
様

化
し
て
い
る
状
況
を
踏
ま
え
、
今
後
と
も

消
費
生
活
相
談
窓
口
の
機
能
を
維
持
し
、

弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談
会
を
継
続

し
て
行
い
、
安
全
に
暮
ら
せ
る
町
づ
く
り

に
取
組
み
ま
す
。

２
「
も
て
な
し
と
癒
し
の
町
伊
仙
」

～
観
光
の
振
興
策
と
し
て
～

　

観
光
の
振
興
策
に
つ
い
て
は
、
平
成
25

年
度
よ
り
観
光
地
連
携
整
備
事
業
を
活
用

し
犬
田
布
岬
施
設
内
園
路
及
び
安
全
柵
の

改
修
を
行
っ
て
お
り
、
26
年
度
に
は
老
朽

化
し
た
休
憩
施
設
の
改
修
に
着
手
し
、
観

光
客
の
利
便
性
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
航
空
運
賃
の
低
減
よ
り
住
民
の

生
活
利
便
性
の
向
上
、
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
事
業
を
最
大
限
活
用
し
、
本
土
か
ら
の

観
光
客
誘
致
に
力
を
注
ぎ
、
観
光
の
振
興

を
図
り
ま
す
。

～
定
住
促
進
対
策
と
し
て
～

　

慢
性
的
な
住
宅
不
足
の
解
消
を
図
る
た

め
、
平
成
23
年
度
に
耐
久
性
の
向
上
、
遮

音
機
能
・
耐
火
性
能
の
確
保
、
構
造
計
算
、

コ
ス
ト
削
減
、
家
賃
の
低
減
、
環
境
へ
の

配
慮
等
の
検
討
を
行
っ
た
木
造
住
宅
を
基

本
と
す
る
新
し
い
住
宅
建
築
計
画
「
伊
仙

町
公
営
住
宅
等
長
寿
命
化
計
画
」
を
策
定

し
、
犬
田
布
団
地
、
河
地
団
地
、
木
之
香

団
地
を
整
備
し
ま
し
た
。

　

平
成
26
年
度
は
馬
根
団
地
を
建
築
し
ま

す
。未
だ
空
き
室
待
ち
の
待
機
者
が
多
く
、

今
後
も
同
計
画
に
基
づ
き
、
住
宅
不
足
の

解
消
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

平
成
24
年
度
よ
り
「
伊
仙
町
空
き
家
バ

ン
ク
制
度
」
を
導
入
し
、
町
内
賃
貸
物
件

の
公
開
及
び
貸
借
の
仲
介
を
行
っ
て
い
ま

す
。
本
年
は
、
駐
在
員
の
協
力
に
よ
る
空

き
家
調
査
を
実
施
し
ま
す
。
町
内
の
空
き

家
情
報
を
集
約
し
、
空
き
家
バ
ン
ク
登
録

件
数
を
増
加
さ
せ
、
定
住
希
望
者
に
提
供

で
き
る
住
宅
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

３
「
健
康
・
長
寿
の
町
伊
仙
」

～
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
取
り
組
み
と
し
て
～

　

高
齢
化
に
伴
い
、
今
後
在
宅
医
療
者
の

増
加
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
国
・
県
で

も
在
宅
医
療
を
推
進
し
て
お
り
、
平
成
25

年
度
か
ら
徳
之
島
地
区
在
宅
チ
ー
ム
医
療

体
制
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

高
齢
者
が
医
療
の
介
護
が
必
要
に
な
っ

て
も
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
よ
う
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
在
宅
医

療
を
推
進
し
ま
す
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
役
割
と
し
て

地
域
ケ
ア
会
議
で
、
多
職
種
連
携
を
強
化

し
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
実
現
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

地
域
支
援
事
業
に
お
け
る
介
護
予
防
事
業

と
し
て
、
ほ
ー
ら
い
館
委
託
の
「
う
り
た

わ
っ
き
ゃ
教
室
」、
各
集
落
で
の
社
会
福

祉
協
議
会
委
託
の
「
地
域
さ
わ
や
か
サ
ロ

ン
教
室
」、徳
之
島
福
祉
会
委
託
の
「
い
っ

ち
も
～
れ
教
室
」
及
び
こ
れ
ら
の
教
室
へ

の
参
加
を
促
す
「
伊
仙
町
高
齢
者
元
気
度

ア
ッ
プ
事
業
」
で
高
齢
者
の
健
康
維
持
、

介
護
給
付
費
抑
制
に
努
め
ま
す
。

認
知
症
対
策
に
つ
い
て
は
、
長
寿
社
会
と

な
り
、
全
国
的
に
認
知
症
患
者
が
増
え
、

“
オ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
”
な
ど
の
取
り
組

み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
伊
仙
町
に
お

い
て
も
認
知
症
に
対
す
る
正
し
い
知
識
の

普
及
啓
発
に
努
め
、
予
防
・
早
期
治
療
・

家
族
支
援
を
行
い
、
認
知
症
に
な
っ
て
も

安
心
し
て
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り

に
努
め
ま
す
。

～
地
域
活
力
を
活
か
し
た
健
康
づ
く
り

と
、
早
世
対
策
に
全
力
投
球
で
医
療
費
適

正
化
の
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
す
取
り
組
み

と
し
て
～

　

平
成
25
年
度
脳
卒
中
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
事
業
や
地
域
支
え
合
い
事
業
に
よ
り
、

ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
形
成
と
し
「
長

寿
・
子
宝
ま
ち
づ
く
り
応
援
団
」
の
養
成

と
、
地
域
リ
ハ
ビ
リ
体
制
づ
く
り
と
し
て

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
を
行
い
、
地
域
活
力

を
活
か
し
た
各
集
落
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

の
基
盤
づ
く
り
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
こ

う
し
た
取
組
を
活
か
し
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
や
社
会
福
祉
協
議
会
等
と
の
連
携

を
図
り
、
ほ
ー
ら
い
館
を
拠
点
に
各
集
落

の
健
康
づ
く
り
を
積
極
的
に
支
援
し
ま

す
。

　

医
療
費
抑
制
の
対
策
と
し
ま
し
て
は
、

特
定
健
診
・
長
寿
健
診
事
業
等
の
実
施
に

よ
る
生
活
習
慣
病
の
予
防
対
策
を
行
う
と

と
も
に
、
受
診
勧
奨
に
よ
る
未
受
診
者
対

策
を
行
い
、
健
診
受
診
率
の
向
上
を
図
る

ほ
か
、
後
発
医
薬
品
の
使
用
を
促
進
し
、

医
療
費
の
適
正
化
対
策
を
引
き
続
き
推
進

し
ま
す
。保
健
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
医
療
・

福
祉
・
保
健
・
介
護
を
一
体
的
に
捉
え
、

健
康
保
持
・
増
進
を
啓
発
で
き
る
特
別
対

策
事
業
を
積
極
的
に
導
入
し
、
長
期
的
な

医
療
費
抑
制
に
つ
な
が
る
事
業
を
展
開
し

て
い
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
疾
病
予
防
と
し
て
伊
仙
町
食

生
活
改
善
推
進
員
連
絡
協
議
会
協
力
の

下
、
減
塩
指
導
や
適
正
摂
取
量
等
に
つ
い

て
の
栄
養
指
導
に
力
を
入
れ
、
百
菜
と
の

連
携
に
よ
る
野
菜
摂
取
促
進
や
、
成
人
期

だ
け
で
な
く
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で

の
栄
養
管
理
等
、
生
活
習
慣
改
善
支
援
に

努
め
ま
す
。

　

最
後
に
ス
ト
レ
ス
等
の
増
加
に
伴
い
、

睡
眠
障
害
や
う
つ
病
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
な

ど
に
つ
い
て
は
早
期
に
予
防
し
、
心
身
と

も
に
健
や
か
な
健
康
づ
く
り
が
で
き
る
ま

ち
を
目
指
し
ま
す
。

～
健
康
増
進
・
交
流
・
憩
い
の
場
の
中
核

拠
点
と
し
て
～

　

徳
之
島
交
流
ひ
ろ
ば
「
ほ
ー
ら
い
館
」

は
、
健
康
増
進
・
交
流
・
憩
い
の
場
と
し

て
の
利
用
促
進
を
図
る
と
共
に
、
各
種
行

事
等
も
開
催
し
、
島
民
の
様
々
な
需
要
に

応
え
る
べ
く
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

開
館
５
年
が
経
過
し
、
今
年
２
月
に
は
延

べ
利
用
者
が
70
万
人
を
超
す
な
ど
運
営
面

に
お
い
て
も
充
実
し
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
も
視

野
に
入
れ
、
民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
す

た
め
、
公
募
を
行
い
、
審
査
し
ま
し
た
が

今
回
は
条
件
が
合
わ
ず
結
果
的
に
断
念
と

い
う
形
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
今
後
も

引
き
続
き
導
入
に
向
け
努
力
し
な
が
ら
島

民
の
健
康
増
進
に
努
め
ま
す
。
さ
ら
に
、

放
課
後
わ
く
わ
く
ク
ラ
ブ
や
ジ
ュ
ニ
ア
ス

イ
ミ
ン
グ
教
室
な
ど
学
童
保
育
と
し
て
位

置
付
け
る
こ
と
に
よ
り
子
育
て
支
援
を
行

い
、
就
労
支
援
及
び
定
住
促
進
に
繋
げ
て

い
き
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
島
民
の
ニ
ー
ズ

に
応
え
る
た
め
施
設
の
運
用
法
改
善
や
魅

力
あ
る
教
室
の
開
設
を
実
践
す
る
と
共
に

保
健
セ
ン
タ
ー
等
と
も
連
携
し
、
福
祉
施

策
の
実
現
に
取
り
組
み
ま
す
。
更
に
「
健

康
・
長
寿
と
子
宝
の
町
」
を
シ
ン
ボ
ル
と

し
た
「
ほ
ー
ら
い
館
」
を
目
指
し
ま
す
。

～
食
育
・
地
産
地
消
の
推
進
に
お
い
て
は
～

　

経
済
課
・
保
健
セ
ン
タ
ー
・
給
食
セ
ン

タ
ー
・
直
売
所
百
菜
で
連
携
し
、
各
世
代

に
即
し
た
食
育
と
地
産
地
消
を
推
進
し
ま

す
。
食
を
通
じ
た
健
康
づ
く
り
と
地
元
産

野
菜
や
果
物
、
特
産
品
の
消
費
を
高
め
、

そ
の
効
能
を
町
内
外
へ
発
信
し
ま
す
。

　

直
売
所
百
菜
は
開
所
５
年
目
の
現
在
、

委
託
販
売
の
分
野
と
自
主
製
造
販
売
の
部

門
に
大
き
く
分
か
れ
て
お
り
ま
す
。
主
に

委
託
販
売
の
生
産
者
は
２
６
５
の
農
家
と

特
産
加
工
製
造
業
者
に
及
び
、
開
所
以
来

着
々
と
増
加
し
て
お
り
ま
す
。
年
間
売
上

も
順
調
に
増
加
し
て
お
り
、
徳
之
島
ま
る

ご
と
き
ゅ
っ
き
ゅ
っ
便
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ

島
外
へ
の
発
信
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
地

産
地
消
の
推
進
で
は
、
そ
の
取
組
を
県
か

ら
評
価
さ
れ
、
か
ご
し
ま
“
食
”
推
進

活
動
表
彰
に
お
い
て
大
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
。
そ
し
て
、
給
食
セ
ン
タ
ー
や
病
院
、

老
人
ホ
ー
ム
な
ど
へ
の
食
材
提
供
な
ど
が

地
元
で
は
評
価
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
農
林

水
産
物
に
こ
だ
わ
り
す
ぎ
ず
、
地
元
写
真

家
の
写
真
販
売
や
農
業
、
奄
美
群
島
に
係

わ
る
書
籍
の
販
売
な
ど
、
文
化
的
側
面
を

施
設
内
に
併
設
す
る
こ
と
で
、
観
光
客
な

ど
異
な
る
客
層
の
興
味
を
惹
く
よ
う
努
力

い
た
し
ま
す
。

　

今
後
は
、
自
社
の
加
工
品
開
発
と
通
信

部
門
の
増
強
が
経
営
の
鍵
と
な
っ
て
お

り
、
町
が
推
進
し
て
い
る
６
次
産
業
化
の

中
核
拠
点
と
し
て
、
商
品
開
発
、
島
外
へ

の
販
路
開
拓
、
そ
し
て
、
農
家
所
得
の
向

上
へ
と
繋
げ
て
い
き
ま
す
。

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
は
、
健
全
な
給
食
運

営
に
向
け
、
衛
生
管
理
・
栄
養
管
理
は
よ

り
一
層
充
実
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

衛
生
管
理
に
お
い
て
は
常
日
頃
か
ら
職
員

の
衛
生
知
識
を
高
め
な
が
ら
職
場
研
修
も

含
め
、
事
故
等
が
起
き
な
い
よ
う
万
全
な

体
制
で
取
り
組
み
ま
す
。

　

特
に
栄
養
管
理
は
食
育
の
観
点
か
ら
保

護
者
の
協
力
を
求
め
な
が
ら
具
体
的
な
方

策
を
示
し
、
各
小
中
学
校
の
取
り
組
み
に

則
し
な
が
ら
栄
養
教
諭
を
派
遣
す
る
と
共

に
、
成
長
期
で
あ
る
子
ど
も
達
の
栄
養
の

摂
り
方
な
ど
栄
養
指
導
を
重
視
し
ま
す
。

ま
た
、
地
産
地
消
を
進
め
る
上
で
徳
之
島

産
の
食
材
に
こ
だ
わ
り
地
元
直
売
所
や
農

家
と
も
連
携
を
図
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
徳
之
島
産
の
野
菜
は
他
産
地

の
野
菜
と
比
較
し
て
カ
ル
シ
ウ
ム
・
マ
グ

ネ
シ
ウ
ム
等
の
含
有
量
が
多
く
栄
養
価
が

高
い
と
の
調
査
結
果
が
出
て
お
り
、
良
質

な
野
菜
の
確
保
が
で
き
る
よ
う
に
努
め
ま

す
。

　

町
で
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
の
長
年
の
取

り
組
み
も
評
価
さ
れ
て
お
り
、
経
済
課
・

ほ
ー
ら
い
館
・
百
菜
と
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
、
食
だ
け
に
と
ど
ま
ら
な
い
健
康
づ

く
り
、
人
生
づ
く
り
を
目
標
に
全
国
か
ら
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参
加
者
を
募
り
『
ダ
イ
エ
ッ
ト
ア
イ
ラ
ン

ド
ツ
ア
ー
』
を
平
成
24
年
度
よ
り
実
施
し

全
国
へ
伊
仙
町
の
魅
力
を
発
信
し
て
い
ま

す
。

～
国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
に
つ
い
て
～

　

急
速
な
高
齢
化
の
進
展
、
疾
病
構
造
の

変
化
や
医
療
技
術
の
高
度
化
等
に
よ
り
、

医
療
費
は
年
々
増
加
し
て
お
り
、
そ
の
財

政
運
営
は
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
が

続
い
て
お
り
ま
す
。

　

本
年
度
の
国
民
健
康
保
険
財
政
は
、
医

療
費
の
算
出
に
あ
た
り
、
被
保
険
者
数
の

推
移
・
医
療
費
の
動
向
等
を
考
慮
し
た
も

の
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
、
２
年
ご
と

に
保
険
料
の
見
直
し
が
実
施
さ
れ
、
負
担

が
重
く
な
り
ま
す
。
被
保
険
者
へ
の
丁
寧

な
説
明
を
行
い
理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
に

努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
特
定
健
診
や
各
が
ん
検
診
の
受

診
率
を
上
げ
、
重
症
化
予
防
と
し
て
脳
卒

中
や
心
筋
梗
塞
、
人
工
透
析
等
に
至
ら
ぬ

よ
う
に
、
重
症
化
予
防
事
業
を
強
化
し
、

医
療
費
の
適
正
化
に
努
め
ま
す
。

４
「
子
ど
も
た
ち
の
未
来
を
育
む

町
伊
仙
」

～
保
育
所
行
政
に
つ
い
て
～

　

保
育
所
行
政
に
つ
い
て
は
、
保
育
所
入

所
希
望
園
児
の
増
加
に
伴
い
、
保
育
所
の

定
員
増
を
県
に
申
請
し
、
平
成
２
６
年
４

月
よ
り
、
い
せ
ん
保
育
所
の
定
員
増
に
対

す
る
許
可
が
県
か
ら
あ
り
ま
し
た
。

～
子
育
て
支
援
に
つ
い
て
～	

　

前
回
に
引
き
続
き
平
成
26
年
２
月
13
日

厚
生
労
働
省
が
公
表
し
た
合
計
特
殊
出
生

率
が
２
．
８
１
で
日
本
一
に
輝
き
、
町
と

し
ま
し
て
も
、
出
産
児
を
祝
福
し
、
次
代

を
担
う
子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
を
願

い
、児
童
福
祉
の
向
上
を
目
的
と
し
た「
子

育
て
支
援
金
」
の
支
給
を
引
き
続
き
行
い

ま
す
。
ま
た
、
か
ご
し
ま
子
育
て
支
援
パ

ス
ポ
ー
ト
事
業
の
活
用
を
進
め
、
子
育
て

世
帯
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
保
健
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
安

心
し
て
出
産
、
育
児
が
で
き
る
体
制
づ
く

り
を
強
化
し
、
医
療
機
関
と
の
連
携
や
ま

た
、
保
育
所
・
幼
稚
園
・
小
中
学
校
・
福

祉
施
設
等
の
関
係
機
関
と
連
携
し
療
育
や

発
達
支
援
等
の
フ
ォ
ロ
ー
に
も
力
を
入
れ

ま
す
。

～
未
来
を
担
う
子
ど
も
の
育
成
～

　

学
校
教
育
に
お
い
て
は
、
ま
ず
人
づ
く

り
と
考
え
ま
す
。
全
国
ど
こ
で
も
通
用
す

る
学
力
や
体
力
を
持
ち
、
人
間
性
豊
か
な

人
づ
く
り
が
大
切
で
す
。
自
分
が
生
ま
れ

育
っ
た
徳
之
島
・
伊
仙
町
を
誇
り
に
思
い
、

郷
土
を
愛
し
、
島
の
産
業
で
あ
る
農
業
を

守
り
育
て
よ
う
と
す
る
人
材
の
育
成
で
あ

り
ま
す
。

　

本
町
で
は
、
知
・
徳
・
体
の
バ
ラ
ン
ス

の
と
れ
た
全
人
教
育
を
目
指
し
ど
の
学
校

も
「
生
き
る
力
」
を
育
む
教
育
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

幼
稚
園
及
び
各
学
校
に
お
い
て
は
、
基

礎
・
基
本
の
定
着
に
向
け
、
個
に
応
じ
た

指
導
の
徹
底
や
特
別
支
援
教
育
に
も
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
ま
た
、
幼

稚
園
・
小
学
校
・
中
学
校
の
連
携
を
強
化

し
、
長
期
的
視
野
に
立
っ
た
学
習
面
・
生

活
面
の
指
導
を
行
い
、
児
童
生
徒
の
学
力

向
上
及
び
教
員
の
資
質
向
上
に
努
め
ま

す
。
具
体
的
な
取
り
組
み
と
し
て
は
、
学

力
向
上
推
進
協
議
会
及
び
東
部
・
中
部
・

西
部
地
区
幼
小
中
連
携
部
会
に
お
い
て
、

学
校
と
家
庭
・
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
学

力
向
上
・
生
活
指
導
・
健
康
の
保
持
増
進

等
の
課
題
に
つ
い
て
研
究
協
議
し
、
課
題

を
明
確
化
し
、
成
果
を
日
々
の
教
育
活
動

に
反
映
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

　

特
色
あ
る
教
育
活
動
に
お
い
て
は
、「
島

唄
・
島
口
・
き
ゅ
美
ら
島
運
動
」
を
重
点

的
に
実
施
し
、
郷
土
の
歴
史
・
文
化
へ
の

関
心
を
高
め
、
郷
土
意
識
の
醸
成
を
図
り

ま
す
。
ま
た
、
校
区
住
民
等
を
講
師
に
迎

え
て
の
サ
ト
ウ
キ
ビ
や
じ
ゃ
が
い
も
の
栽

培
、
収
穫
物
を
生
か
し
た
黒
糖
づ
く
り
や

料
理
等
の
体
験
活
動
に
よ
っ
て
、
土
に
触

れ
自
ら
生
産
し
、
そ
れ
ら
を
味
わ
う
喜
び

と
共
に
、
先
人
に
学
ぶ
姿
勢
を
体
得
さ
せ

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
活
動
を
と
お
し
て
郷
土
に

自
信
と
誇
り
を
持
て
る
よ
う
に
す
る
と
共

に
、自
ら
気
づ
き
、考
え
、行
動
す
る
「
生

き
る
力
」
の
育
成
を
図
り
ま
す
。

　

近
年
、
心
の
教
育
を
中
心
と
し
た
生
徒

指
導
が
、
ま
す
ま
す
重
要
視
さ
れ
て
い
ま

す
。「
い
じ
め
防
止
対
策
推
進
法
」
の
施

行
に
伴
い
、
各
学
校
に
い
じ
め
防
止
基
本

方
針
を
規
定
さ
せ
、
組
織
の
設
置
が
義
務

づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

い
じ
め
に
対
す
る
未
然
防
止
、
早
期
発

見
、
早
期
解
消
の
た
め
に
、
各
学
校
の
生

徒
指
導
を
充
実
さ
せ
、
教
職
員
一
人
一
人

の
生
徒
指
導
力
の
向
上
を
図
り
ま
す
。
ま

た
、
本
年
度
は
「
心
の
教
育
相
談
員
」
や

「
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
」に
加
え
、「
ス

ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
」
を
定
期

的
に
配
置
し
、
児
童
生
徒
や
保
護
者
の
心

の
ケ
ア
に
努
め
ま
す
。

　

外
国
語
教
育
に
お
い
て
は
、
招
致
外
国

青
年
（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）
の
活
用
に
よ
り
、
小

学
校
の
５
・
６
年
生
を
中
心
に
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
高
め
る
授
業
を
展
開

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
中
学
校
に
お
い
て

は
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
に
加
え
、

話
す
・
聞
く
力
の
育
成
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
に
お
い
て
は
、

「
学
校
評
議
員
制
度
」
と
11
月
に
行
わ
れ

る
「
学
校
を
見
に
行
こ
う
週
間
」
を
中
心

に
、
老
若
男
女
が
交
流
の
場
と
し
て
集
え

る
地
域
に
根
ざ
し
た
学
校
づ
く
り
に
務
め

ま
す
。

　

毎
年
恒
例
と
な
っ
た
子
ど
も
議
会
に
お

い
て
は
、
将
来
を
担
う
子
ど
も
達
の
視
点

か
ら
み
た
環
境
問
題
や
観
光
振
興
、
地
域

の
活
性
化
な
ど
活
発
な
提
言
が
な
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
貴
重
な
意
見
を
行
政

に
も
反
映
さ
せ
、
未
来
を
担
う
子
ど
も
た

ち
と
一
緒
に
町
づ
く
り
に
努
め
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

幼
稚
園
教
育
に
お
き
ま
し
て
は
、
幼
児

教
育
の
充
実
を
図
る
と
共
に
、
子
育
て
支

援
の
一
環
と
し
て
預
か
り
保
育
を
実
施

し
、
就
労
支
援
も
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

学
校
施
設
設
備
に
つ
い
て
は
、
教
職
員

及
び
児
童
・
生
徒
用
の
パ
ソ
コ
ン
を
年
次

的
に
配
備
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
活
用
し
た

授
業
の
充
実
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
教
職

員
住
宅
の
整
備
に
努
め
、
教
職
員
町
内
居

住
を
推
進
し
、
教
職
員
が
子
ど
も
た
ち
や

地
域
の
方
々
と
共
に
活
動
で
き
る
環
境
づ

く
り
に
努
め
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
今
年
度
は
、
世
界
自
然
遺
産

登
録
に
向
け
、
子
ど
も
た
ち
の
意
識
の
向

上
や
学
校
と
共
に
自
然
環
境
保
全
に
つ
い

て
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

～
生
涯
学
習
の
推
進
と
し
て
～

　
「
あ
し
た
を
ひ
ら
く
心
豊
か
で
た
く
ま

し
い
人
づ
く
り
、
文
化
づ
く
り
」
を
す
す

め
る
た
め
に
、
生
涯
学
習
の
観
点
に
立
っ

て
人
間
性
豊
か
で
た
く
ま
し
く
生
き
る
町

民
の
育
成
と
教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の

振
興
を
目
指
す
と
と
も
に
地
域
の
連
帯

性
の
醸
成
と
自
治
意
識
の
高
揚
を
図
り
ま

す
。

　

そ
の
た
め
、
関
係
機
関
と
連
携
を
深
め

な
が
ら
、
本
年
度
伊
仙
町
で
開
催
さ
れ
る

大
島
地
区
生
涯
学
習
推
進
大
会
及
び
広
域

文
化
祭
な
ど
を
通
し
て
生
涯
学
習
の
重
要

性
や
楽
し
さ
を
町
民
に
ア
ピ
ー
ル
し
、
町

民
が
生
涯
を
通
じ
て
自
主
的
学
習
の
機
会

が
得
ら
れ
る
よ
う
公
民
館
講
座
を
充
実
さ

せ
る
と
と
も
に
公
民
館
施
設
や
図
書
室
の

積
極
的
な
利
用
を
促
進
し
、
い
つ
で
も
・

ど
こ
で
も
・
だ
れ
で
も
学
習
で
き
る
支
援

体
制
作
り
に
努
め
ま
す
。

　

成
人
教
育
に
つ
い
て
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡

協
議
会
や
地
域
女
性
連
等
社
会
教
育
団
体

が
活
発
的
に
活
動
で
き
る
よ
う
支
援
し
て

い
き
ま
す
。

　

青
少
年
教
育
に
つ
い
て
は
、
い
せ
ん
の

良
さ
「
自
然
・
文
化
・
人
材
」
を
活
用
し

た
体
験
活
動
や
各
種
研
修
を
充
実
さ
せ
、

郷
土
に
誇
り
を
持
て
る
青
少
年
の
健
全
育

成
に
努
め
ま
す
。

　

文
化
財
行
政
に
つ
き
ま
し
て
は
、
歴
史

民
俗
資
料
館
を
充
実
さ
せ
、
地
域
の
宝
で

あ
る
「
島
唄
や
伝
統
文
化
・
文
化
財
」
を

総
合
的
に
整
理
し
、
有
効
活
用
す
る
た
め

に
文
化
財
関
連
の
各
種
事
業
を
推
進
し
て

い
き
ま
す
。

　

社
会
体
育
関
係
に
つ
き
ま
し
て
は
、
町

民
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
拠
点
と
な
る
総
合

体
育
館
や
総
合
グ
ラ
ン
ド
及
び
町
内
の
各

学
校
等
の
体
育
施
設
を
積
極
的
に
開
放
し

て
、
町
民
の
健
康
づ
く
り
や
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
・
各
ス
ポ
ー
ツ
団
体
の
活
動
を
支
援

し
て
い
き
ま
す
。

５
「
す
べ
て
の
町
民
が
主
役
の
町

伊
仙
」

～
弱
者
支
援
に
つ
い
て
～

　

今
年
度
は
、
町
民
の
人
権
意
識
の
高
揚

を
図
る
と
と
も
に
、
基
本
的
人
権
の
尊
重

と
そ
の
擁
護
に
つ
い
て
の
認
識
を
深
め
る

た
め
人
権
フ
ェ
ス
タ
が
伊
仙
町
で
開
催
さ

れ
ま
す
。

　

人
権
尊
重
の
精
神
の
涵
養
を
目
的
と
す

る
教
育
活
動
を
行
い
、
町
民
の
間
に
人
権

尊
重
の
理
念
を
普
及
さ
せ
、
そ
れ
に
対
す

る
町
民
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
広
報
、
そ
の
他
啓
発
活
動
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。

　

福
祉
事
業
は
、
平
成
24
年
度
か
ら
26
年

度
ま
で
の
伊
仙
町
高
齢
者
福
祉
計
画
・
介

護
保
険
事
業
計
画
に
基
づ
き
推
進
し
ま

す
。

　

障
が
い
者
福
祉
政
策
は
、
障
が
い
者
の
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方
が
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ノ
ー
マ

ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
社
会
を
目
指
し
、
各
種

事
業
を
推
進
し
て
お
り
、
平
成
26
度
中
に

平
成
24
年
３
月
策
定
し
た
障
が
い
者
計
画

及
び
第
３
期
障
が
い
福
祉
計
画
の
見
直
し

を
予
定
お
り
ま
す
。

～
町
民
義
務
と
し
て
～

　

町
税
滞
納
の
解
消
は
、
税
負
担
の
公
平

性
の
面
か
ら
重
要
で
あ
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
自
主
財
源
確
保
の
観
点
か
ら

引
き
続
き
地
方
税
法
に
基
づ
く
毅
然
と
し

た
収
納
対
策
に
よ
る
収
納
率
向
上
と
税
収

入
未
済
額
の
圧
縮
を
目
指
し
ま
す
。
国
保

税
収
納
率
向
上
対
策
の
一
環
と
し
て
、
納

税
相
談
の
実
施
や
短
期
被
保
険
者
証
な
ど

の
発
行
を
通
じ
て
の
面
談
機
会
等
の
確
保

に
よ
り
、
国
保
事
業
へ
の
理
解
と
納
税
意

識
の
高
揚
を
図
り
、
国
保
財
政
の
健
全
化

に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
大
島
地
区
地
方
税
協
議
会
で
の

情
報
を
共
有
し
な
が
ら
、
個
人
住
民
税
の

特
別
徴
収
事
業
者
指
定
の
拡
大
を
図
り
、

大
島
郡
内
一
体
と
な
っ
た
収
納
対
策
を
図

り
ま
す
。

～
安
心
・
安
全
な
水
の
安
定
供
給
と
し
て
～

　

水
道
事
業
は
、
平
成
20
年
度
か
ら
実
施

し
て
ま
い
り
ま
し
た
西
部
地
区
簡
易
水
道

事
業
を
継
続
し
、
木
之
香
地
区
の
配
水
管

布
設
替
え
を
行
い
ま
す
。
又
、
西
部
地
区

の
水
質
改
善
に
向
け
て
老
朽
化
し
た
河
地

浄
水
場
の
整
備
も
完
成
間
近
と
な
り
、
杉

原
川
の
表
流
水
を
最
大
限
利
用
し
硬
度
低

下
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

本
年
度
か
ら
新
規
事
業
と
し
て
、
東
部

地
区
簡
易
水
道
事
業
面
縄
地
区
か
ら
喜
念

地
区
の
施
設
及
び
老
朽
管
の
更
新
事
業
を

計
画
的
に
進
め
ま
す
。
中
部
地
区
の
上
水

道
事
業
も
年
次
計
画
を
立
て
順
次
施
設
及

び
配
水
管
の
更
新
を
進
め
ま
す
。

　

水
道
事
業
は
、「
そ
の
事
業
に
伴
う
収

入
に
よ
っ
て
そ
の
経
費
を
賄
い
、
自
立
性

を
持
っ
て
事
業
を
継
続
し
て
い
く
」
独
立

採
算
制
が
原
則
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
貴
重

な
水
資
源
の
有
効
利
用
と
事
業
運
営
に
必

要
な
電
力
の
消
費
に
か
か
わ
る
電
気
料
金

や
薬
品
等
の
経
費
の
節
減
を
図
る
た
め
、

漏
水
箇
所
の
早
期
修
繕
を
行
う
な
ど
の
措

置
を
講
じ
有
収
率
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

消
費
税
の
増
税
も
あ
り
需
要
者
の
水
道
水

に
対
し
て
の
ニ
ー
ズ
は
高
度
な
要
求
に
変

わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
中
で

運
営
状
況
「
事
業
規
模
や
料
金
体
系
の
見

直
し
」
等
を
考
慮
し
、
経
営
の
健
全
化
を

図
り
な
が
ら
町
民
の
皆
様
に
「
安
心
・
安

全
な
水
の
安
定
供
給
」
に
努
め
ま
す
。

６
「
歴
史
・
文
化
自
然
を
大
切
に

す
る
町
伊
仙
」

～
世
界
自
然
遺
産
登
録
に
向
け
て
～

　

平
成
25
年
に
「
奄
美
・
琉
球
」
が
世
界

自
然
遺
産
暫
定
リ
ス
ト
入
り
し
、
徳
之
島

が
候
補
地
と
な
り
ま
し
た
。26
年
度
に
は
、

現
在
の
国
定
公
園
区
域
に
加
え
重
要
な
保

護
地
区
を
「
奄
美
群
島
国
立
公
園
」
に
指

定
し
ま
す
。
今
後
は
関
連
団
体
と
も
連
携

し
て
、
さ
ら
な
る
自
然
保
護
の
啓
発
及
び

登
録
推
進
の
取
組
を
強
化
し
ま
す
。

　

町
で
は
、
不
法
投
棄
撲
滅
事
業
や
海
岸

漂
着
物
地
域
対
策
推
進
事
業
を
取
り
入

れ
、
環
境
を
守
る
取
り
組
み
を
展
開
し
て

き
ま
し
た
。

　

不
法
投
棄
に
お
い
て
は
、
世
界
自
然
遺

産
登
録
に
向
け
て
、
今
後
も
大
き
な
課
題

と
な
り
、
投
棄
物
の
残
存
の
撤
去
と
投
棄

箇
所
の
把
握
を
進
め
て
い
く
と
と
も
に
、

積
極
的
な
監
視
の
強
化
と
発
生
防
止
な

ど
、
撲
滅
に
向
け
た
対
策
を
継
続
し
て
い

き
ま
す
。

　

海
岸
漂
着
物
は
、
景
観
面
や
自
然
環
境

の
保
全
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま

す
。
ま
た
清
掃
後
も
繰
り
返
し
漂
着
し
て

く
る
こ
と
か
ら
、
定
期
的
な
清
掃
活
動
の

実
施
が
必
要
で
す
。

　

合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
整
備
事
業
に
お

い
て
も
、
引
き
続
き
補
助
金
支
給
を
継
続

し
、
計
画
的
な
合
併
処
理
浄
化
槽
の
普
及

を
推
進
し
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
公
共
用

水
域
の
環
境
保
全
に
努
め
ま
す
。

　

そ
の
他
、
新
し
く
制
定
さ
れ
た
飼
い
猫

の
適
正
飼
育
に
関
す
る
条
例
に
よ
り
、
動

物
愛
護
へ
の
意
識
を
高
め
飼
い
猫
の
野
生

化
及
び
放
し
飼
い
に
よ
る
希
少
生
物
へ
の

被
害
の
防
止
、
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き

た
ノ
イ
ヌ
・
ノ
ネ
コ
対
策
、
ハ
ブ
駆
除
対

策
も
引
き
続
き
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
の
世
界
自
然
遺
産
登
録
に

向
け
て
、
町
の
貴
重
な
自
然
環
境
・
生
活

環
境
の
保
全
と
、
美
し
い
町
、
住
み
よ
い

町
づ
く
り
に
取
り
組
み
、
行
政
・
地
域
・

各
種
団
体
が
一
丸
と
な
っ
て
展
開
し
て
い

け
る
よ
う
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

～
徳
之
島
農
業
に
貢
献
す
る
農
業
農
村
整

備
の
推
進
と
し
て
～

　

継
続
地
区
と
し
て
は
８
地
区
、
平
成
26

年
度
新
規
地
区
と
し
て
は
、
木
之
香
・
阿

権
地
区
を
実
施
し
ま
す
。
本
年
度
以
降
は

順
次
、
徳
之
島
用
水
の
畑
総
事
業
地
区
内

へ
の
支
線
水
路
、
散
水
設
備
の
事
業
を
推

進
し
経
済
課
と
連
携
し
畑
か
ん
営
農
目
標

を
定
め
、
水
を
使
っ
た
付
加
価
値
の
高
い

品
目
の
推
進
な
ど
を
支
援
し
ま
す
。

～
農
業
水
利
施
設
の
長
寿
命
化
対
策
と
し

て
～

　

平
成
25
年
度
に
引
き
続
き
本
年
度
も
伊

仙
中
部
地
区
農
業
水
利
施
設
の
調
査
を
行

い
、
平
成
27
年
度
よ
り
老
朽
施
設
の
改
修

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

～
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
活
用
し
た
農

地
・
道
水
路
等
の
保
全
管
理
と
し
て
～

　

過
疎
化
・
高
齢
化
等
の
進
行
を
ふ
ま
え

て
、
集
落
を
支
え
る
体
制
強
化
と
農
用
地

施
設
の
維
持
管
理
を
支
援
す
る
目
的
で
平

成
24
年
度
か
ら
農
地
・
水
・
保
全
管
理
支

払
交
付
金
を
活
用
し
受
益
者
組
織
（
７
組

織
）
を
立
ち
上
げ
て
農
地
・
農
道
・
水
路
・

沈
砂
池
等
の
日
常
的
な
保
全
管
理
を
支
援

し
て
き
ま
し
た
が
、
本
年
度
よ
り
日
本
型

直
接
支
払
制
度
に
移
行
す
る
予
定
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
移
行
後
も
農
用
地
施
設
の

長
寿
命
化
を
図
り
ま
す
。

～
町
道
の
整
備
に
お
い
て
は
～

　

道
路
は
、
地
域
住
民
の
日
常
生
活
・
産

業
・
経
済
活
動
を
支
え
る
重
要
な
社
会
基

盤
で
あ
り
ま
す
が
、
老
朽
化
が
著
し
く
補

修
工
事
が
必
要
で
す
。

　

平
成
25
年
度
に
は
、
社
会
資
本
整
備
総

合
交
付
金
事
業
に
よ
り
伊
仙
馬
根
線
の
中

央
線
側
か
ら
舗
装
工
事
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
第
二
西
下
線
の
改
良
舗
装
工
事
を

徳
之
島
ア
イ
ラ
ン
ド
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

の
入
り
口
か
ら
農
面
道
路
側
へ
実
施
し
ま

し
た
。

　

平
成
26
年
度
に
お
き
ま
し
て
も
引
き
続

き
用
地
交
渉
の
進
捗
状
況
を
み
な
が
ら
、

改
良
舗
装
工
事
・
補
償
工
事
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
24
年
度
の
繰
越
事
業
で
あ

る
防
災
・
安
全
社
会
資
本
整
備
交
付
金
に

よ
り
、
町
道
路
面
性
状
調
査
に
基
づ
い
て

小
島
地
区
の
コ
ウ
ジ
ミ
ヤ
モ
ト
線
・
上
成

線
、
上
晴
地
区
の
上
晴
河
地
線
、
西
目
手

久
地
区
の
目
手
久
中
央
線
の
舗
装
補
修
工

事
を
行
い
ま
し
た
。
今
年
度
に
お
い
て
も

本
事
業
に
よ
り
町
道
の
安
全
性
・
利
便
性

の
向
上
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
年
次
ご
と

に
老
朽
化
の
著
し
い
道
路
か
ら
順
次
整
備

を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

橋
梁
に
つ
い
て
は
、
平
成
24
年
度
「
橋

梁
長
寿
命
化
計
画
」
を
作
成
し
、
平
成
26

年
度
は
当
該
計
画
に
基
づ
き
、
第
二
鹿
浦

橋
の
架
け
替
え
を
前
提
と
し
た
調
査
を
行

い
ま
す
。

～
義
名
山
総
合
運
動
公
園
の
整
備
と
し
て
～

　

平
成
25
年
度
か
ら
社
会
資
本
整
備
総
合

交
付
金
事
業
に
お
け
る
「
特
定
地
区
公
園

事
業
」
と
し
て
、
平
成
25
年
度
は
県
民
体

育
大
会
に
併
せ
て
相
撲
場
及
び
周
辺
の
改

修
、
運
動
場
の
ナ
イ
タ
ー
設
備
改
修
、
体

育
館
回
り
の
外
構
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

尚
、
同
事
業
の
整
備
計
画
の
基
に
な
る
義

名
山
公
園
長
寿
命
化
計
画
も
策
定
し
ま
し

た
。

　

平
成
26
・
27
年
度
は
町
財
政
を
鑑
み
整

備
を
一
時
中
止
し
、
平
成
28
年
度
以
降
は

社
会
教
育
課
が
主
管
と
し
て
グ
ラ
ウ
ン
ド

及
び
広
場
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
等
を
整
備
す

る
計
画
で
す
。

～
港
湾
の
整
備
と
し
て
～

　

港
湾
事
業
に
於
き
ま
し
て
は
、
社
会
資

本
整
備
総
合
交
付
金
事
業
に
よ
り
平
成

23
・
24
年
度
に
面
縄
港
・
鹿
浦
港
の
長
寿

命
化
計
画
策
定
事
業
を
行
い
ま
し
た
。
そ

の
結
果
を
踏
ま
え
て
平
成
27
年
度
以
降
に

面
縄
港
の
防
波
堤
等
の
測
量
設
計
、
補
修

工
事
を
行
う
予
定
で
す
。

お
わ
り
に

　

以
上
、
町
政
運
営
の
所
信
の
一
端
と
施

策
に
つ
い
て
申
し
述
べ
て
ま
い
り
ま
し

た
。

厳
し
い
財
政
状
況
で
あ
り
ま
す
が
、
長
期

財
政
見
通
し
を
踏
ま
え
た
上
で
、
様
々
な

財
源
を
調
達
す
る
こ
と
に
よ
り
、
健
全
財

政
を
維
持
し
つ
つ
、
全
力
を
傾
注
し
て
町

政
運
営
に
取
り
組
ん
で
い
く
所
存
で
あ
り

ま
す
。

　

議
会
と
行
政
は
、
車
の
車
輪
に
例
え
ら

れ
ま
す
が
、
今
般
、
新
た
に
町
民
の
代
表

と
し
て
選
出
さ
れ
た
議
員
の
皆
様
が
、
議

会
人
と
し
て
の
誇
り
を
持
ち
、
町
政
運
営

の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
発
揮
し
、
議
会
と
職

員
が
一
丸
と
な
り
ま
す
よ
う
、
ま
た
、
町

民
の
皆
様
の
町
行
政
全
般
に
対
す
る
一
層

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
申

し
上
げ
施
政
方
針
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　

平
成
26
年
３
月
11
日

伊
仙
町
長　

大
久
保　

明
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３
月
末
日
、
伊
仙
町
内
の
小
中
学
校

で
卒
業
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

卒
業
式
が
行
わ
れ
た
の
は
喜
念
小
学

校
（
卒
業
人
数
７
名
）、面
縄
小
学
校
（
卒

業
人
数
17
名
）、
伊
仙
小
学
校
（
卒
業
人

数
20
名
）、
鹿
浦
小
学
校
（
卒
業
人
数
３

名
）、
阿
権
小
学
校
（
卒
業
人
数
４
名
）、

犬
田
布
小
学
校
（
卒
業
人
数
９
名
）、
糸

木
名
小
学
校
（
卒
業
人
数
２
名
）、
面
縄

中
学
校
（
卒
業
人
数
25
名
）、
伊
仙
中
学

校
（
卒
業
人
数
24
名
）、
犬
田
布
中
学
校

（
卒
業
人
数
17
名
）
で
、
先
生
方
や
保
護

者
が
見
守
る
中
、
卒
業
生
は
緊
張
し
た

面
持
ち
で
式
を
迎
え
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
卒
業
生
・
在
校
生
に
よ
る
お

別
れ
の
こ
と
ば
で
は
、
在
学
時
の
思
い

出
を
語
り
合
い
、
お
互
い
に
新
し
い
生

活
へ
向
け
て
の
抱
負
や
エ
ー
ル
を
掛
け

合
い
ま
し
た
。

　

式
後
半
に
は
全
員
で
校
歌
斉
唱
が
あ

り
、
卒
業
生
ら
は
学
校
生
活
最
後
の
校

歌
を
精
い
っ
ぱ
い
唄
っ
た
後
、
学
び
舎

に
別
れ
を
告
げ
ま
し
た
。

　

学
生
時
代
に
は
、
か
け
が
え
の
無
い

友
人
や
先
生
方
と
の
出
会
い
が
生
ま
れ

ま
す
。
こ
の
出
会
い
を
大
切
に
し
、
新

た
な
学
校
へ
進
学
さ
れ
て
も
仲
間
と
と

も
に
ス
ポ
ー
ツ
・
勉
学
に
励
ん
で
頑
張
っ

て
く
だ
さ
い
、
ご
卒
業
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。 卒

業式
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平
成
26
年
４
月
７
日
（
月
）
伊
仙

町
立
小
中
学
校
で
入
学
式
が
行
わ
れ
、

喜
念
小
学
校
（
入
学
人
数
７
名
）、
面

縄
小
学
校
（
入
学
人
数
20
名
）、
伊
仙

小
学
校
（
入
学
人
数
28
名
）、
鹿
浦
小

学
校
（
入
学
人
数
２
名
）、
阿
権
小
学

校
（
入
学
人
数
２
名
）、
犬
田
布
小
学

校
（
入
学
人
数
９
名
）、
糸
木
名
小
学

校
（
入
学
人
数
４
名
）、
面
縄
中
学
校

（
入
学
人
数
24
名
）、
伊
仙
中
学
校
（
入

学
人
数
23
名
）、
犬
田
布
中
学
校
（
入

学
人
数
16
名
）
の
新
小
学
生
計
73
名

（
町
全
体
）、
新
中
学
生
計
63
名
（
町

全
体
）
が
、
新
た
な
第
一
歩
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
ま
し
た
。

　

み
な
さ
ん
、
真
新
し
い
制
服
に
身

を
通
さ
れ
、
や
や
緊
張
さ
れ
た
面
持

ち
で
、
こ
れ
か
ら
の
学
校
生
活
へ
の

期
待
や
希
望
を
胸
い
っ
ぱ
い
に
式
典

へ
望
ま
れ
て
お
り
ま
し
た
。

　

新
一
年
生
の
み
な
さ
ん
、
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

新しい第一歩！
伊仙町立小中学校入学式
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　４月６日（日），午後１時半から第４７回　戦艦大和を旗艦とする特攻艦
隊戦没将士慰霊祭が犬田布岬でしめやかに行われました。
　毎年４月７日に行っておりましたが，今年は入学式と日程が重なり４月
６日の開催となりましたが御遺族をはじめ御来賓・徳之島３町代表者・
町関係者ら約１６０名が参列いたしました。
　式に先立って，西犬田布婦人会による鎮魂の舞（ああ犬田布岬）で慰
霊祭が始まり，隊友会長　正　友哉さんによる祭文奏上，遺族会代表　
月本　陽藏さんによる遺族代表あいさつ，三町代表者による慰霊のこと
ばが述べられたのち，戦艦大和が沈没したとされる時刻に合せ１４時２３
分，参列者全員による黙祷が奉げられ３，７２８柱の御霊の冥福をお祈り
いたしました。
　最後に，多くの尊い人命のおかげで現在の日本の平和があります。
これからも，私たちは世界平和を願い，戦争の悲惨さを後世に伝えるた
めにも，戦艦大和を旗艦とする特攻艦隊戦没将士慰霊祭を今後も続けて
まいります。

第
47
回 

戦
艦
大
和
を
旗
艦
と
す
る

特
攻
艦
隊
戦
没
将
士
慰
霊
祭
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　2014 年 2 月 25 日（ 火 ） ～ 3 月 3
日（ 月）の日程で，「徳 之 島ダイエット
アイランド ツ アー 2014」 が 開 催 さ れ
ました。長寿世界一，子宝日本一の徳
之島として， 古代ギリシャ語で「生き
方」を表す「ダイエット」に焦点を絞
り「ダイエットアイランド構想」の一環
としてこのツアーを位置づけました。 
　2 回目となる今年は，伊仙町だけで
はなく，徳之島町，天城町の保健セン
ターや企画課，商工水産観光課，地
域営業課からの協力も得，事前の企
画と準備，そして当日の随行など多
大な尽力を頂きました。また島内民
間業者の協力も昨年より拡大し，宿
泊施設，仕出し業者にご理解とご
協力を得，日々の販売の中へダイ
エットメニューの取り入れなど，全
島的な取組への一歩となりました。 
　 ま た徳 之 島 高 校 総 合 学 科 の 先 生と 3 年 生 の 学 生 さ
んには，卒 業 前の職 場 体験として実地体験をして頂き，これから保 健
師，運動指導士，管理栄養士，地方公務員を目指す 8 名の学生さんに
とって，徳之島での仕事経験として貴重な時間を過ごして頂きました。 

「色々なツアーに参加しましたが，今まで経験したことがないほど，楽し
く，美味しく，しかも島の美しいところを見せて頂いて感謝感激です」「私
の予感はよく当たるのですが，楽しそうでためになりそうなツアーだなと
いう予感は大当たりでした！」「ジムに通っていらっしゃる島の 70 代，80
代の方々が元気で，体も柔らかかったことに驚き，運動と食生活の大
切さを身をもって体験でき，健康的な生き方に変えられると思います。」 

「 各 種 測 定 を 元 に 医 師， 保 健 師， 栄 養 士， 運 動 指 導 士 な ど 各
種 プ ロ の 方 に よ る 個 別 指 導 を 丁 寧 に し て 頂 き， 今 ま で の 認
識 と 効 果 が 低 か っ た 理 由 が 初 め て 腑 に 落 ち ま し た。 本 気 で
自 分 に 向 き 合 わ ず して 変 わ れ な い こ と が よく 分 か り ま し た。」 
などそれぞれの参加者にとって，この徳之島で得られるものが多くあった
ようです。
　本物の長寿と子宝の島を守るために，そしてそれを商品として島外の
方々に喜んでもらうために，今後もダイエットツアーを開催していきます。
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４
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平成２５年度 伊仙町 PTA 表彰
　平成２６年２月１８日（火），伊仙町内において，特に顕著
な実績を上げているＰＴＡ ( 団体）や個人の熱意や努力を讃
え，２団体と３名の方が表彰されました。今後，この実践を
町内に広めていけたらと考えております。

１　団体の部について
団体名：糸木名小学校ＰＴＡ
主な推薦理由：  平成２４年度，伊仙町ＰＴＡ連絡協議会事務
局として各単位ＰＴＡの活性化を図るとともに，県ＰＴＡ活動
研究委嘱公開の準備・運営に尽力し，大会を成功させた。

２　個人の部について
直江　宏晃（鹿浦小学校）　主な推薦理由：平成１９年度より５年間，ＰＴＡ会長としてＰＴＡ活動の充実・発展のために，
ＰＴＡ一人一役活動や親子研修会，陸上少年団の発足など，多数の業績を残した。また，平成２０年度は町ＰＴＡ連絡
協議会会長として，各単位ＰＴＡの活性化を図ると共に，町ＰＴＡ連絡協議会研究大会の開催に貢献した。

佐倉　功一（伊仙小学校）　主な推薦理由：平成２３年度から２年間，ＰＴＡ会長として組織の充実と活動の活性化に
努めた。また，在任期間中に町ＰＴＡ実践交流会で事例発表をしたり，各専門部の活動の運営や学校行事の活性化等
に取り組んだりして，ＰＴＡ活動の充実・発展に貢献した。

富　敏秋（面縄中学校）　主な推薦理由：平成２２年度より平成２４年度まで３年間，ＰＴＡ会長としてＰＴＡ活動を牽
引し，活動を充実させると共に，学校行事の充実のために，ＰＴＡの参加協力を呼びかけ，尽力した。
　また，平成２２年度には，伊仙町校外生活指導連絡会の会長も務め，夏祭り補導や連絡会の企画運営等，伊仙町の
青少年健全育成のために貢献した。

平成２５年度 健康教育推進学校表彰
　学校における様々な健康問題を中心として，健康教育の推進に積極
的に取組み，成果を挙げている学校として，伊仙町立伊仙小学校が平成
２５年度健康教育推進学校表彰を受賞いたしました。

へき地保育所合同・卒園式・入園式開催

　３月２５日（火）町内５ヶ所の保育所合
同で，平成２５年度へき地保育所卒園式が
行われました。保育証書授与時には，大
きな声で返事をし，堂々と授与する姿勢
は頼もしくもみえました。幼稚園に入園し
ても元気よく頑張ってほしいと思います。
　４月３日（木）平成２６年度・合同入園
式が行われました。お祝いの言葉に続き
保育士の紹介があり，園児点呼では，新
園児たちが，名前を呼ばれると大きな声
で返事をして，これから伊仙町を担ってい
く子どもたちが頼もしく映りました。
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いきいき教育活動表彰
２月１２日（水），永田心花さん（喜念小学校）が，
鹿児島県教育委員会より『いきいき教育活動表
彰』を受賞いたしました。
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サンファミリー友の会ウォーキング大会
　３月１５日（土）サンファミリー友の会（視覚障害者とその家族の会）は，１．社
会参加へのステップ　２．情報交換，親睦交流　３．健康であることへの感謝，
楽しむことの共有　４．新しい旅立ちをする仲間の激励，歓送迎会を目的に福田
石油店前を発着地点に犬田布岬の海岸沿いを爽やかな春風を受け，毎年恒例と
なったウォーキングを楽しみながら心地よい汗を流しました。
　また，同会では昨年からパソコンの勉強会も行っており，お互いにメールで情
報交換や音楽ファイルなどやり取りを通して，親睦・交流を深めております。



※　平成 26 年度分の市町村民税（均等割）が課税されない方は臨時福祉給付金の給付対象者となる可能性があります。
　平成26年4月から消費税率が8％へ引き上げられますが，所得の低い方々
への負担の影響に鑑み，暫定的・臨時的な措置として，臨時福祉給付金を
支給する予定です。

　平成２６年４月から消費税率が８％へ引上げられますが，子育て世帯の影
響を緩和し，子育て世帯の消費の下支えを図る観点から，臨時的な給付措
置として行うものです。

　平成 26 年度分市町村民税（均等割）が課税されない方が対象です。
　ただし，ご自身を扶養している方が課税される場合，生活保護制度の被
保護者となっている場合などは対象外です。

基準日 （ 平成２６年１月１日 ）における平成２６年１月分の児童手当（特例
給付を含む）の受給者であって，その平成２５年の所得が児童手当の所得
制限額に満たない方を基本とします。

○給付対象者１人につき1万円　※　本年１回限り
○給付対象者の中で下記に該当する方は５千円を加算
　・老齢基礎年金，障害基礎年金，遺族基礎年金等の受給者など
　・児童扶養手当，特別障害者手当等の受給者など

支給対象者の平成２６年１月分の児童手当（特例給付を含む）の対象となる
児童を基本とします。ただし，臨時福祉給付金（ 簡素な給付措置 ）の対象
者及び生活保護の被保護者等は対象外です。

・申請先は，基準日（平成 26 年 1 月 1 日）において住民登録がされている
市町村となります。
・申請・支給手続については，現在準備中です。

対象児童１人につき１万円　※　本年１回限り

支給対象者は，原則として，基準日（平成２６年１月１日）時点の住所地の
市町村（特別区を含む。）に対して，支給の申請を行います。申請を受け付
けた市町村は，児童手当の受給状況，平成２５年の所得，臨時福祉給付金
の受給資格等について審査の上，支給対象者に対して支給を行います。

伊仙町では，８月を予定しています。詳しくは，広報誌やパンフレット等で
お知らせします。
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臨時福祉給付金のご案内

子育て世帯臨時特例給付金について

①臨時福祉給付金とは？

①子育て世帯臨時特例給付金とは

②給付対象者

②給付対象者

③給付額

③対象児童

④申請手続

④給付額

⑤申請手続

⑥申請時期

具体的な申請の受付時期・手
続等については，決まり次第，
伊仙町のホームページ，広報紙
等でお伝えする予定です。

ご不明な点は，下記の連絡先までお問い合わせください。

伊仙町　町民生活課
電話　０９９７－８６－３１１１　FAX　０９９７－８６－２３０１

伊仙町臨時福祉給付金　お問い合わせ先
伊仙町役場　保健福祉課　臨時福祉給付金係



　重度の身体障害児（者）や知的障害児（者）の方が，医療保険各法による医療を受けた場合に，その医療費の自己負
担分を助成します。
◆対象者　・身体障害者手帳の等級が１・２級の者　・療育手帳の等級が A の者
　　　　　・身体障害者手帳の等級が３級の者（療育手帳 B１所持者）
※医療費助成金は，レセプト確認後の口座振込みになります。

　６歳未満の乳幼児が医療機関で受診した場合，その医療費の一部を助成します。
◆対象年齢　・医科・歯科診療とも就学前まで（６歳に達する日以降の最初の３月３１日まで）
◆給付内容　 ・１ヶ月にかかった治療費が入院，通院を合わせて３千円を超えた額を助成します。
　（ただし，この場合の１ヶ月とは１日～３１日換算とする。）なお，町民税非課税世帯の場合は全額を助成します。
※医療費助成金は，自動償還方式でレセプト確認後の口座振込みになります。

　母子・父子家庭等の方々の生活の安定と健康の保持増進を図るために，医療費の自己負担分を助成する制度です。
◆対象者　・伊仙町に住所を有し，配偶者のない母又は父及びこれに準ずる者で，１８歳未満の児童（ひとり親家庭等
の父又は母及び児童，父母のない児童が対象）ただし，所得状況によっては受けられない場合もあります。
◆助成額　・健康保険等の対象となった医療費の自己負担した額です。
※医療費助成金は，レセプト確認後の口座振込みになります。
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保健福祉課から医療費助成について
重度心身障害者医療費助成

乳幼児医療費助成

ひとり親家庭医療費助成

伊仙町役場　保健福祉課　電話　０９９７－８６－３１１１（内線 63）

お問い合わせ先：奄美海上保安部　０９９７－５２－５８１１

これからマリンレジャーが盛んになる季節です。海にお出かけの前には「命を守る３
つの基本」を再度確認して、マリンレジャーを楽しみましょう！

安全推進等活動重点期間
GW期間　４月１９日（土）～５月　６日（火）
夏季期間　７月　１日（火）～８月３１日（日）

命 を 守 る ３ つ の 基 本
ライフジャケットの
常時着用

海のもしもは
「１１８」番

通信手段の確保
（防水携帯電話など）

奄美海上保安部からのお知らせ

九州電力から
感電事故防止の
お願い

　鯉のぼりの季節になりましたが，感電事故防止のため，電線付近での

鯉のぼりの掲揚や魚つりは絶対に行わないよう，お願いします。

　なお，万一鯉のぼりや，釣り糸が電線にかかった場合は，自分で取ろ

うとせず，お近くの九州電力までご連絡いただきますよう，お願いします。
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自動車税納期変更のお知らせ
　軽自動車税の納期限が平成２６年度から変更となりました。

軽自動車税の納期限

４月末日　　　　　　　　５月３１日
※軽自動車税は従来通り４月１日に所有している方に課税されます。
納期変更に伴い，納付書発送の時期も変更になりました。

軽自動車税の納付書発送

４月初旬									　　　　　	５月初旬
※口座振替日は納期限の５月３１日となりますが，別途手続きは不要です。

ご理解・ご協力の程よろしくお願いします。
ご不明な点等ございましたら，お気軽に税務課課税係までご連絡下さい。

＜問い合わせ先＞
伊仙町役場　税務課　課税係　軽自動車税担当　℡：0997-86-3111（内 59）

　特定計量器定期検査は，計量法に基づき，取引や証明などに使われている計量器（はかり）を対象に２年ごとに行わ
れている検査です。主に販売などを行っている商店，事業所や公的機関で使われている計量器が検査の対象となってい
ます。取引や証明などで使用される全ての計りについて，計量法に基づき定期検査を受けることが義務付けられていま
すので，必ず申込の手続きを行ってください。
＜定期検査の具体的な対象＞
・販売所などで使用している計量器（はかり）。
・薬局などで使用する計量器（はかり）。
・学校などの身体測定で使用されている計量器（はかり）。
・医療機関などで使用されている計量器（はかり）。
・事業所や工場などで使用されている計量器（はかり）。
※写真は，参考例です。写真以外の計量器（はかり）について
　も対象となりますので，ご注意ください。

１　申請場所　伊仙町役場企画課（電話８６－３１１１）
２　申請期間　平成２６年６月９日（月）まで
３　備　　考　申請様式に住所・氏名・電話番号などを記入していただきます。

※定期検査については，伊仙町では７月１６日と７月１７日に予定いたしております。検査時には，印鑑の御持参をお願
いします。なお，手数料が発生しますので，御了承ください。

野焼・ハカマ焼きをする時は
次の事を守りましょう !!

（１）火入れをする前には，必ず消防署に連絡しましょう。
（２）火入れは，絶対に一人ではしない。必ず二人以上で行いましょう。
（３）他に燃え移らない様，周囲の整理をしっかり行いましょう。
（４）火入れは日没にかけて行ない，風の強い時は絶対に行わないようにしましょう。
（５）イザという時の為に，通報と消火の準備をしてから行いましょう。
（６）残り火の点検は，最後までしっかりと行いましょう。

※　上記注意事項を守らないで，野焼きやハカマ焼きをした場合，「軽犯罪法」という法律で罰せられることもありま
　すので，ご注意下さい。
徳之島地区消防組合　消防本部 ・本署（８３）３１６０　天城分遣所（８５）３９７３　伊仙分遣所（８６）３９９０

「もういいかい火を消すまではまあだだよ」

特定計量器定期検査の申込について

（その他のはかり）　　　　　　　　（電気式はかり）
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　「指定管理者制度」は，「多様化する住民ニーズに，より効果的，効率的
に対応するため，公の施設の管理に民間の能力を活用しつつ，住民サービ
スの向上を図るとともに，経費の節減等を図ること」を目的としています。
今後，この制度を導入することで，民間事業等のノウハウやアイデアを活用
し，より一層のサービス向上が期待されます。

１，指定の施設　　徳之島交流ひろば「ほーらい館」
２，指定の住所　　大島郡伊仙町伊仙２５７５－２
３，指定期間　　　平成２７年４月１日～平成３０年３月３１日
４，指定の手続き　伊仙町公の施設における指定管理者の指定の手続等に関する条例に基づき実施
５，募集期間　　　平成２６年４月１日～平成２６年５月３１日まで

※詳しいことについては，徳之島交流ひろば「ほーらい館」にお問い合わせ下さい。
電話：０９９７－８６－３３１９

徳之島交流ひろば「ほーらい館」の
指定管理者の募集について
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集
落
名

総人口＝7,031
　男　＝3,532
　女　＝3,499
世　帯＝3,553

人口の動き
（26年3月31日現在）

出　生＝4
死　亡＝10
転　入＝40
転　出＝99

わが町のアイドル募集！
　本紙では「わが町のアイドル」と題して、わが家の
かわいい子どもの写真を掲載します。
　毎月 10 日までに住所・氏名（子どもと保護者）・電
話番号・簡単な PR文を添えて、写真を役場企画課広
報係までお持ち下さい。
問い合せ先　伊仙町役場企画課　86-3111（内 24）
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子宝日本一の町 わが町のアイドル

宮
みやなが

永　杏
あんじゅ

珠ちゃん（3 歳 2カ月）

宮
みやなが

永　恋
れんじゅ

珠ちゃん（1歳 9カ月）
いつも妹の面倒を見てくれる優しいお姉
ちゃん（∧o∧）
これからも喧嘩しながら、すくすく成長し
ていってね♥

南
みなみ

　姫
ひ め あ

愛ちゃん（1歳）
世界中でママの次にかわい
い姫愛ちゃん！！大きくなっ
たらママとパパの取合いで
喧嘩しないでね☆


